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10
％
増
税
中
止
必
ず

成
功
す
る
局
部
床
義
歯

中
医
協

消
費
税
署
名 

４
議
員
が
受
諾

池
邉
阪
大
教
授
が
講
演

改
定
論
議
が
ス
タ
ー
ト

署名を受け取る議員ら。上から辰
巳、山下、清水、大門各議員（共産）

ト
マ
ス
・
モ
デ
ィ
ア
先
生
が
著
者
の
一
人
で
あ
る

〝Pedodonti

〞（Gothia Fortbildning AB

）
の
日

本
語
版
「
最
新　

小
児
歯
科
」（
翻
訳
：
西
真
紀
子
、

監
修
：
西
野
瑞
穗
）
が
、
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
出
版
よ
り
５

月
14
日
に
出
版
さ
れ
た
。
原
著
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
歯

科
衛
生
士
学
校
で
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
歯

学
部
で
も
入
門
書
と
し
て
推
薦
さ
れ
て
い
る

　

懇
談
に
応
じ
た
辰
巳
孝
太

郎
参
議
院
議
員
（
共
産
）

　

山
上
紘
志
堺
・
高
石
・
和

泉
地
区
責
任
者
は
９
日
、
竹

山
修
身
氏
が
「
政
治
と
カ

ネ
」
の
問
題
で
堺
市
長
の
職

を
辞
し
た
こ
と
を
受
け
、
談

話
を
発
表
し
た
。
全
文
を
掲

載
す
る
。

※

　

竹
山
修
身
氏
は
、
政
治
資

金
の
ず
さ
ん
な
管
理
に
つ
い

て
市
民
や
議
会
に
説
明
責
任

が
果
た
せ
な
い
事
態
に
至
り

市
長
の
職
を
辞
し
た
。

　

堺
市
で
は
こ
こ
数
年
で

令
市
１
位
、
全
国
本
社
流
入

ラ
ン
ク
政
令
市
２
位
を
獲
得

す
る
な
ど
、
維
新
大
阪
市
政

を
は
る
か
に
上
回
る
実
績
を

上
げ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
施

策
は
、
政
令
市
の
財
源
と
権

限
を
生
か
し
、
市
民
と
超
党

派
の
共
同
で
築
い
て
き
た
成

果
で
あ
る
。

　

協
会
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

は
、「
政
治
と
カ
ネ
」
に
ク
リ

ー
ン
で
オ
ー
プ
ン
な
市
政
、

「
都
構
想
」
に
よ
る
堺
市
つ

ぶ
し
を
許
さ
な
い
市
政
、
福

祉
・
教
育
・
子
育
て
支
援
な

ど
市
民
の
く
ら
し
を
優
先
す

る
市
政
、
地
域
経
済
を
応
援

す
る
市
政
を
求
め
、
幅
広
い

市
民
各
層
と
の
共
同
を
全
力

を
あ
げ
て
追
求
す
る
。

も
、「
政
務
活
動
費
」
の
公

金
不
正
使
用
な
ど
で
維
新
の

会
の
堺
市
議
３
人
が
辞
職
し

て
い
る
。
今
回
の
後
援
会
費

の
使
途
不
明
は
、
こ
れ
ら
と

は
性
質
を
異
に
す
る
も
の

の
、
政
治
家
と
し
て
「
政
治

と
カ
ネ
」
へ
の
不
信
を
増
幅

さ
せ
た
責
任
は
極
め
て
重

く
、「
堺
市
長
の
倫
理
条

例
」
に
も
抵
触
し
て
い
る
。

辞
任
は
当
然
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
間
実
現
し

て
き
た
住
民
目
線
で
の
施
策

は
決
し
て
恥
じ
る
も
の
で
は

な
い
。
府
内
で
先
頭
を
切
っ

て
中
学
卒
業
ま
で
子
ど
も
医

療
費
助
成
を
拡
充
し
、
今
年

度
か
ら
は
所
得
制
限
な
し
で

高
校
卒
業
ま
で
対
象
を
広
げ

た
。
ま
た
、
成
人
歯
科
検
診

も
対
象
年
齢
を
拡
充
し
、
国

保
料
金
も
９
年
連
続
で
引
き

下
げ
を
実
施
し
て
き
た
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
子
育
て
し
や

す
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
関
西

１
位
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
政

は
、
消
費
税
増
税
に
つ
い
て

「
医
療
機
関
が
負
担
す
る
損

議
員
（
共
産
）
が
要
請
に
応

じ
た
。

　

同
日
、
衆
議
院
第
一
議
員

会
館
大
会
議
室
で
「
み
ん
な

に
安
心
の
医
療
を
実
現
！
社

　

２
０
２
０
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
た
論
議
が
本
格

的
に
は
じ
ま
っ
た
。

　

４
月
10
日
と
24
日
に
開
か

れ
た
中
医
協
総
会
で
は
、

「
年
代
別
・
世
代
別
の
課

題
」
が
論
議
さ
れ
た
。

　

歯
科
の
分
野
で
の
「
乳
幼

児
期
〜
学
童
期
・
思
春
期
に

関
す
る
課
題
」
と
し
て
「
小

児
の
う
歯
数
、
う
蝕
有
病
率

は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
12

歳
児
の
う
蝕
有
病
率
は
３
割

を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
歯

肉
に
炎
症
の
あ
る
者
は
年
齢

と
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ

合
の
再
構
成
に
あ
る
」
と
強

調
。「
欠
損
補
綴
の
診
断
と

は
病
態
（
咬
合
崩
壊
）
を
理

解
す
る
事
で
あ
り
、
一
口
腔

単
位
で
上
下
の
咬
合
関
係
で

考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
解
説
し
た
。

　

ま
た
池
邉
氏
は
、「
パ
ー

シ
ャ
ル
デ
ン
チ
ャ
ー
は
一
口

腔
単
位
で
考
え
る
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
で
あ

り
、
多
数
歯
欠
損
の
第
一
選

択
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
代
替

案
で
は
な
い
」
と
説
明
。
パ

ー
シ
ャ
ル
デ
ン
チ
ャ
ー
の
設

計
で
考
慮
す
べ
き
点
と
し

て
、「
①
残
存
歯
に
よ
る
咬

合
支
持
の
安
定
性
②
遊
離
端

か
中
間
欠
損
か
と
い
っ
た
受

圧
条
件
③
対
顎
か
ら
の
加
圧

因
子
が
あ
り
、
欠
損
補
綴
の

目
的
は
失
わ
れ
た
ス
ペ
ー
ス

を
埋
め
る
事
で
は
な
く
崩
壊

し
た
咬
合
の
再
構
成
に
あ

る
」
と
説
明
し
た
。

る
」
こ
と
を
あ
げ
た
。

　

成
人
期
で
は
、
①
う
蝕
、

歯
周
病
、
破
折
に
よ
る
抜
歯

な
ど
を
減
少
さ
せ
る
②
歯
周

病
の
重
症
化
予
防
―
―
を
論

点
に
挙
げ
た
。

　

高
齢
期
で
は
、
①
根
面
う

蝕
の
対
策
②
口
腔
機
能
管
理

の
推
進
③
通
院
が
困
難
な
歯

科
疾
患
の
有
訴
者
へ
の
対
応

―
―
を
論
点
に
挙
げ
た
。

　

今
後
は
８
月
ま
で
を
第
１

ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
意
見
の
整

理
を
進
め
、
９
月
か
ら
12
月

の
第
２
ラ
ウ
ン
ド
で
改
定
の

内
容
を
取
り
ま
と
め
る
。

会
保
障
の
充
実
の
政
治

へ
！
」
国
会
内
懇
談
会
が
開

か
れ
、
全
国
の
協
会
・
医
会

か
ら
90
人
が
参
加
し
た
。

（
要
請
議
員
一
覧
は
次
号
）

に
立
候
補
す
る
た
め
に
辞
職

し
た
宮
本
岳
志
氏
に
代
わ
っ

て
繰
り
上
げ
当
選
し
た
清
水

忠
史
衆
議
院
議
員
（
共

産
）、
大
門
実
紀
史
参
議
院

　

臨
床
学
術
部
は
４
月
21

日
、「
成
功
す
る
パ
ー
シ
ャ

ル
デ
ン
チ
ャ
ー
は
前
処
置
と

設
計
が
決
め
手
」
と
題
し
て

生
涯
研
修
講
座
を
開
い
た
。

池
邉
一
典
氏
（
大
阪
大
学
大

学
院
歯
学
研
究
科
顎
口
腔
機

能
再
建
学
講
座
有
床
義
歯
補

綴
学
高
齢
者
歯
科
学
分
野
教

授
）（
写
真
）
を
講
師
に
84

人
が
参
加
し
た
。

　

池
邉
氏
は
、「
欠
損
補
綴

の
目
的
は
、
歯
が
失
わ
れ
た

ス
ペ
ー
ス
を
義
歯
で
補
う
こ

と
で
は
な
く
、
崩
壊
し
た
咬

税
の
問
題
を
さ
ら
に
深
刻
に

す
る
重
大
な
問
題
」
と
述
べ

紹
介
議
員
を
承
諾
し
た
。
ま

た
、
協
会
役
員
ら
は
、
金
パ

ラ
の
市
場
価
格
の
高
騰
が
医

院
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
現

状
を
訴
え
、
歯
科
用
貴
金
属

価
格
の
随
時
改
定
の
枠
組
み

の
改
善
を
求
め
た
。
要
望
に

対
し
辰
巳
議
員
は
、「
金
パ

ラ
の
問
題
は
医
院
経
営
を
圧

迫
す
る
重
大
な
問
題
で
あ

り
、
改
善
が
必
要
だ
」
と
応

じ
た
。

　

山
下
芳
生
参
議
院
議
員

（
共
産
）
は
、「
患
者
負
担

増
の
計
画
と
消
費
税
増
税
を

進
め
れ
ば
、
さ
ら
に
患
者
を

医
療
機
関
か
ら
遠
ざ
け
て
し

ま
う
。
患
者
負
担
増
中
止
と

消
費
税
10
％
増
税
中
止
は
必

ず
実
現
し
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
た
。

　

そ
の
他
、
大
阪
12
区
補
選

４・25中央行動

４月生涯研

　

協
会
は
４
月
25
日
、
国
会
要
請
行
動
を
行
っ
た
。
要
請

に
は
、
小
山
栄
三
理
事
・
相
談
役
を
は
じ
め
役
員
４
人
と

事
務
局
が
参
加
。
大
阪
選
出
の
国
会
議
員
ら
に
▽
歯
科
医

療
の
改
善
▽
計
画
さ
れ
る
患
者
負
担
増
の
差
し
止
め
▽

「
10
％
へ
の
消
費
増
税
反
対
」
署
名
の
紹
介
議
員
承
諾
―

―
を
訴
え
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

 

西　

真
紀
子

スウェーデン小児歯科の発展

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に

あ
る
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
の
名
誉
教
授

併
設
す
る
歯
科
診
療
室
を
作
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
（Folktandvården

（
公
立
歯
科

で
あ
る
小
児
歯
科
ご
専
門
の
ト
マ
ス

・
モ
デ
ィ
ア
先
生
（
図
）
に
、
２
０

１
９
年
４
月
６
日
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

す
る
機
会
を
得
た
。
１
９
７
０
年
に

歯
科
医
師
に
な
り
、
１
９
７
７
年
に

小
児
歯
科
の
専
門
医
を
取
ら
れ
、
１

９
８
３
年
か
ら
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究

所
の
小
児
歯
科
講
座
の
主
任
教
授
を

勤
め
ら
れ
た
。
１
９
９
１
〜
１
９
９

３
年
に
は
歯
学
部
学
部
長
と
し
て
学

部
の
厳
し
い
時
代
に
立
て
直
し
を
実

行
さ
れ
、
２
０
１
５
年
に
名
誉
教
授

に
な
ら
れ
た
。
米
国
、
日
本
の
小
児

歯
科
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
た
先
生

で
あ
る
。
以
下
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

内
容
を
ま
と
め
る
。

小
児
歯
科
の

小
児
歯
科
の

は
じ
ま
り　

は
じ
ま
り　

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
が
小
児
の
口

腔
保
健
に
懸
念
を
示
し
た
の
は
１
９

１
０
年
頃
で
、
当
時
の
疫
学
調
査
か

ら
小
児
に
齲
蝕
が
多
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
１
９
３
８
年
、
学
校
に

参
照
）。
現
在
、Folktandvården

は

学
校
か
ら
離
れ
て
大
規
模
化
し
、
成

人
患
者
も
診
て
い
る
。
小
児
歯
科
の

専
門
医
制
度
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９

６
３
年
で
、
モ
デ
ィ
ア
先
生
が
専
門

医
に
な
っ
た
１
９
７
７
年
に
は
25
人

ほ
ど
し
か
小
児
歯
科
専
門
医
が
い
な

か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
小

児
歯
科
の
先
進
国
は
米
国
で
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
も
手
探
り
状
態
だ
っ
た

ら
し
い
。予

防
へ
、
そ
し
て

予
防
へ
、
そ
し
て

新
た
な
課
題　
　

新
た
な
課
題　
　

　

齲
蝕
予
防
が
画
期
的
に
効
果
を
上

げ
た
き
っ
か
け
は
、
１
９
６
０
年
代

の
フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
剤
の
販
売

で
、
そ
の
後
、
フ
ッ
化
物
洗
口
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
各
学
校
で
行
わ
れ
た
。
１

９
７
０
年
代
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会

福
祉
が
非
常
に
発
展
し
た
時
期
で
あ

る
。
１
９
７
０
年
代
に
は
小
児
歯
科

専
門
医
が
１
０
０
人
を
超
え
て
、
子

ど
も
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
テ
ク
ニ
ッ

サ
ー
ビ
ス
）：
２
０
１
７
年
10
月
５
日
付

「
北
欧
の
歯
科
医
療
最
前
線
」
第
４
回
を

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

⑩
part. 2

ク
、
設
備
や
装
置
、
チ
ー
ム
医
療
の
知
識

な
ど
が
国
レ
ベ
ル
で
向
上
し
、
予
防
歯
科

の
発
展
に
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
っ

た
。

　

昔
の
よ
う
に
歯
科
医
院
で
痛
い

治
療
を
受
け
る
子
ど
も
は
激
減
し

た
が
、
外
傷
な
ど
も
あ
り
、
修
復

治
療
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
鎮
静
剤
前
投
与
や
笑
気
ガ
ス

を
利
用
し
た
り
、
精
神
疾
患
の
あ

る
子
ど
も
に
は
全
身
麻
酔
を
用
い

る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
母
親

の
ド
ラ
ッ
グ
使
用
な
ど
新
た
な
社

会
的
要
因
も
複
数
生
じ
、
歯
科
恐

怖
症
の
子
ど
も
は
ま
だ
存
在
す

る
。

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
責
任
者　

山
上
紘
志

政
令
市
と
し
て
の
財
源
と
権
限
を

活
か
し
、
ク
リ
ー
ン
で
オ
ー
プ
ン
な

住
民
目
線
の
堺
市
政
を
求
め
る

談
話


